Stocking Stuffers
デザイナー：Scott Starkey
プレイ人数：２～４人
コンポーネント
４５
カード（内訳：３
サンタカード、４２
３～９数字カード）
各スートの数は、その枚数を示す。
３：服
４：パズル

５：人形とフィギュア

６：本

７：ビデオゲーム

８：おもちゃ

９：ゲーム

各数字カードには、そのスートの価値を示す得点表が書かれている。カードの中にはクリスマスツリーが描かれているものがあり、クリスマスである事を示す。
ゲームの概要
プレイヤーのターンは２つのフェイズから成る。Card-drawingフェイズとset-playingフェイズです。
カード回収・分配はCard-drawingフェイズに行われる。それからプレイヤーは１枚セットしてターンは終わる。１２枚のクリスマスツリーのカードが出たらラウンド終了でスコア計算を行う。

セットアップ
カードを良くまぜる。各プレイヤーに３枚配る。山札をテーブルの中央に置く。ディーラーの左隣からプレイを開始する。
ゲーム内容
Card-drawingフェイズ
自分のターンにはカードを１枚山から引き、山札の横に表向きにして一列に並べる。
カードを引いた後、表向きのカードを全て取るか引き続けるかのいずれかを行う。

もし、カードを引くのをやめて、引き取ったら手番終了となります。
もし、カードを公開中に既に場に出ているカードと同じカードを引いたら、全てのカードをプレゼントして全員に分配する。自分から始めて１枚ずつ、左隣のプレイヤーに山札のとなりのカードから順番に無くなるまで渡していく。そして手番終了となる。
例：AdamとBettyとCharlieでプレイ、今はAdamの手番です。彼は7(Video Game)を引いた。
そして２枚目はサンタでした。継続する事を決めて３枚目を引いたら3(Clothes)でした。
さらに４枚目を引いたら、２枚目の７が出た。残念！。カードを分配しなければならない。

Adamが１枚目の７、Battyがサンタをとり、Charlieは３を取り、Adamは２枚目の７を取って、Adamのドローフェイズは終了です。

Set-playingフェイズ

カードを引いた後、プレイヤーはテーブルに１セット分を並べなければならない。セットは同じ数字のカードかサンタカードの１枚以上で構成されます。サンタはワイルドカードで、どのスートでも組み込む事が出来ますが、１つのセットには１枚しかサンタカードを入れる事は出来ません。
以前公開したセットにカードに付け足したり、混ぜ合わせる事は出来ない。
カードはアイコンが一番上にくるようにして重ねて置く。そうする事で計算しやすくなる。
ラウンド終了時、カードに書かれた得点表に従いセットの計算を行う。得点はセット内の数字カードとサンタの枚数に対応する右側の数字です。例えば、３枚の本とサンタ、もしくは４枚の本がセットにあれば、１３点獲得です。注意：全てのカードとサンタを集めても、表に書かれている得点までしか獲得できません。
セットを作った後、左隣に手番が移り、次のドローフェイズが開始します。
ラウンドの終了

全てのプレイヤーの公開されたセット内に最低１２枚のクリスマスカードが出た時にラウンドは終了する。プレイヤーはスコア計算して紙に記録する。ラウンドが終了する前に山札が無くなった時は、１２枚のクリスマスカードが出るまで手札のみでプレイを続けていく。
ラウンド終了時、ディーラーは左隣に移る。新しいディーラーはカードをシャフルして各プレイヤーに３枚配る。ディーラーの左隣が新たなファーストプレイヤーです。
ゲームはプレイ人数により、複数Ｒｏｕｎｄプレイする。

２人ゲーム・・・４Ｒｏｕｎｄ
３人ゲーム・・・３ｏｒ６Ｒｏｕｎｄ
４人ゲーム・・・４Ｒｏｕｎｄ
オプション
Pass the Fruitcake
Setフェイズの後、全プレイヤーは右隣に１枚カードを渡す。もしカードが無い場合は渡す必要はない。
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